
 
 

 

 

株式会社 すららネット 

2022 年 7 月 12 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アダプティブな対話式 ICT 教材の開発と提供を行う株式会社すららネット（本社：東京都

千代田区、代表取締役：湯野川孝彦）は、教育・福祉業界の人材派遣・紹介事業、家庭教師

紹介事業、個別指導塾の運営事業を手がける株式会社サクシード（本社：東京都新宿区、代

表取締役社長：高木毅）と、全国の学校向け学習支援事業における包括的な業務連携協定を

締結いたしました。 

相互の「強み」と「ノウハウ」を最大限に活用することで、教師の負担を増やさず個別最適

化された課外授業が可能になります。全国の学校に通う子どもたちの学力向上と学力格差の

解消を目指します。 

 

アダプティブな e ラーニング教材の「すらら」で、より効果的な課外授業を実現 

「すらら」は、先生役のアニメーションキャラクタ

ーと一緒に、生徒一人ひとりの理解度に合わせて進

めることができるアダプティブな eラーニング教材

です。「レクチャー機能」、「ドリル機能」、「テスト機

能」により、習熟度に応じて「理解→定着→活用」

のサイクルを繰り返し、学習内容の定着をワンスト

ップで実現できるのが特徴です。 

そのため、先取り学習・学び直しなどそれぞれの進

め方をしている子どもたちに対して、指導者は進捗確認やモチベーションアップに集中する

ことができます。サクシードの人材派遣・課外活動運営において「すらら」を活用すること

で、教師の負担を増やさずより質の高い学習支援事業を提供します。 

 

「すらら」の強みと長年の学習塾運営のノウハウとのシナジー効果 

今回業務連携するサクシードは、長年の学習塾運営で培ったきめ細やかに子どもたちに寄り

添う指導ノウハウを有し、ICT支援員等の学校人材サービスに強みを持っています。「すら

ら」の学習ログから生徒ごとに異なる弱点を把握し、適切なタイミングで声掛けすることで

生徒のモチベーション向上と学力の定着を実現した課外授業の運営全般を行います。 

それぞれの強みとノウハウにより、勉強があまり得意でない子どもたちも学びの楽しさ、達

成感を味わう環境を作ります。そこから学習習慣の定着や自己肯定感を伸ばすことにつなげ、

学力向上と学力格差の解消を目指します。 

 

教師の負担を増やさず課外授業の質を向上！ 
相互の強みとノウハウで効果的な学校向け学習支援事業を提供 

すららネット、サクシードと包括的業務連携 
 

NEWS RELEASE 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【株式会社サクシード】 

証券コード： 東証グロース 9256 

東京本社  ： 東京都新宿区高田馬場 1-4-15 大樹生命高田馬場ビル 8F 

       Tel：03-5287-7259（代表） Fax：03-5287-2091 

関西支社  ： 大阪市北区梅田 1-11-4 大阪駅前第 4ビル 21F 

       Tel：06-6343-5355 Fax：06-6343-3115 

代表者    ： 代表取締役 高木毅 

設 立    ： 2004年 4月 

資本金    ： 3億 3,310万円 

事業内容  ： 教育・福祉業界むけ人材支援、民間学童保育の運営、個別指導塾の運営、家 

  庭教師の紹介（派 13-302803/13-ユ-302265） 

 

【株式会社すららネット】 

証券コード： 東証グロース 3998 

東京本社  ：  東京都千代田区内神田 1-14-10 PMO内神田 7階 

       Tel：03-5283-5158（代表） Fax：03-5283-5159 

関西サテライトオフィス：  

 大阪市北区角田町 1-12 阪急ファイブアネックスビル２F 

代表者    ： 代表取締役 湯野川 孝彦 

設 立    ： 2008年 8月 29日 

資本金    ： 2億 8,965万円（2021年 3月現在） 

事業内容  ： e-ラーニングによる教育サービスの提供および運用コンサルティング、マー 

  ケティングプロモーション及びホームページの運営 

 

 

 

学力格差改善の第一歩に （株式会社すららネット 担当チーム） 

「すららネットでは、『すらら』が導入される際には、子どもたちの状況や運用方針に合

わせた活用法も併せて現場の先生方に提案しています。導入後も一定期間ごとに先生と一

緒に効果測定、運用法の改善を行っています。課外授業とは、いわゆる補習授業のことで

す。人材・運用のノウハウと併せて『すらら』を提供できる体制が整ったことで、先生方

の負担を増やすことなく子どもたちの学習機会の設定が可能になります。学力差に関わら

ず自分に合った内容で学べる『すらら』を通じて、わからないこともわかるようになり、

学習の楽しさ、『やればできる』体験を一人でも多くの子どもたちに実感してもらいたい

と思います。教育現場の皆さんと共に、学力格差改善の第一歩の取り組みにしていきたい

と考えています。」 


